
 

 

 

 

１．今年度の主な事業 

 バイオマスプロジェクトチームの１９年度の主な事業は以下のとおりです。 

○ 中核施設整備支援（農林水産省の地域バイオマス利活用交付金等を活用した支援） 

○ バイオマス利活用推進方策検討調査の実施 

○ 市町村におけるバイオマスタウン構想策定の支援 

○ バイオマス利活用実用化の推進（木質バイオマスプラスチック等） 

○ シンポジウムや講習会の開催、各種イベントでの展示・広報等の普及啓発活動 

 

２．バイオマスタウン構想の公表 

３月２９日、旭市と大多喜町のバイオマスタウン構想が公表されました。 

県内市町村のタウン構想は県庁ホームページ（http://www.pref.chiba.lg.jp/syozoku/ 

e_ichihai/bio/townkoso.html）からも参照できます。 
 
○旭市 

都市部近接のメリットを生かして力強く発展している第一次産業から産出されるバイオ

マス資源と食品産業からの食品加工残さなどの利活用を推進し、環境保全型、循環型地域

システムの構築を推進するとともに、市内各地域が調和し市民すべてが実感できる「バイ

オマスタウン」形成を目指します。 

BPT（バイオマスプロジェクトチーム）だより No.３０ 

http://www.pref.chiba.lg.jp/syozoku/e ichihai/bio/biotop.htm
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バイオマスプロジェクトチーム

（環境生活部資源循環推進課）

新年度の御挨拶 

「バイオマス立県ちば」の実現に向けて、日頃の皆様の御理解・御協力に感謝申し

上げます。 

推進方針に基づき、実証施設や先導的取組みとしてのバイオマス利活用施設の整備

が進みつつありますが、今後、これらの施設を中核として地域の中でバイオマスを有

効に利活用するバイオマスタウンの構築に発展させていく必要があります。このた

め、今年度は、これまでの取組みを点検・評価し、利活用推進に向けた具体的方策を

検討することとしています。 

「バイオマス立県ちば」を推進するため、今年度も一層の御支援・御協力をよろし

くお願い申し上げます。 

バイオマスプロジェクトチームリーダー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大多喜町 

農畜産資源の総合利用、木質系バイオマスの総合利用、菜の花エコプロジェクトの推進

等、地域のバイオマス資源の総合的利活用を推進することにより、地域におけるバイオマ

ス資源の循環の環を、経済的に有益で、環境に対して健全であり、かつ持続できる総合的

な地域循環利用システムとして構築することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．普及啓発活動 

○きやっせ物産展２００７ 

３月２５日、幕張メッセで「きやっせ物産展2007」

が開催され、千葉県ブースにてアンケート等を実施

しました。 

なお、当日の入場者は約17500人でした。 

 

○全国ハーブサミット 

 ４月１５日、南房総市で「全国ハーブサミット」

が開催され、バイオマスプロジェクトチームからブ

ースを出展し、バイオマスプラスチック製品の紹介

を行いました。 

旭市バイオマスタウン構想 イメージ図 

大多喜町菜の花エコプロジェクト 
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全国ハーブサミット 


